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世界の漁獲漁業と養殖業の生産量

（養殖）（漁獲）



日本：漁業と養殖業の生産量（FAO統計より）
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韓国の生産量（FAO統計より）
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イタリアの生産量（FAO統計より）
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ドイツの生産量（FAO統計より）
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ノルウェーの生産量（FAO統計より）
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中国の生産量（FAO統計より）
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なぜ日本等で水産の生産量が減少したのか

• 経済学の教科書では、需給が生産量に大きく影
響するとされる。 （1）需要の減退（水産物輸入も

減少傾向・魚離れ）が１つの原因。実は、何が
何％効いているのかなどの研究例はない。

• 漁業資源学の教科書では、生産量は以下の関
数で表すことができるとされる
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h  = qEx
(ｈは漁業生産量、Eは努力量、ｘは資源量、ｑは定数)
つまり努力量減少と資源量減少の双方が生産量に
影響する



スーパーで見る魚の種類や量など
が減ったように感じるのはなぜか

• 日本では人口減少、高齢化、
魚離れ（肉を消費）消費者

•スーパーでは扱い品目を限定して効
率化

•仲買は、不人気魚種を買付けしない
流通

• 輸入量も減少・国内養殖業の生産量減少

• （E）国内漁業者の減少、高齢化、船老朽化

• （X）資源減少（要因は環境悪化や過剰漁獲）
供給
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70年ぶり水産改革のポイント

• 2018年12月、漁業法を改正する法律が国会で
可決。2年以内に施行されることになった。

• １つめのポイントは、漁業権（特に養殖と定置の
漁業権）について優先順位撤廃。そして、漁場が
「適切かつ有効に」利用されていない場合、「漁
業者または漁業従事者」以外の人にも免許を与
えやすくしたこと

• ２つめのポイントは、「準備の整った」漁業種につ
いては従来の漁船隻数などの管理に加えて、
「船舶等ごとの漁獲割当」を導入したこと

• ３つめのポイントは、漁業者以外による密漁を防
止するため、罰則規定を改正したこと
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この水産改革には賛否両論が存在

改革に賛成 改革に反対

養殖に民間企業がもっと参入すれ
ば浜は活性化する。

漁場条件が良いところしか企業は参
入しない。そしてすぐ撤退。

民間企業の方が、販売チャンネルや、
新商品の開発能力があるので付加
価値が高められる。

地元の浜と、東京等の本社との利益
配分が問題。民間企業は利益の多く
を本社に持って行く。

科学に基づく資源管理を強化すると
資源の保全や維持がしやすくなる。

科学には限界があるので頼りすぎる
と危険。現場の感覚も重視すべき。

政府がトップダウンで資源管理をし
て、現場を強くコントロールするとガ
バナンスが向上する。

漁船数が多い国では、政府は現場
の細かい管理は無理。日本の伝統
であるボトムアップ管理を活用し社
会基盤を評価すべき。
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生産現場では、
日本や、

他のアジア諸
国は効率化で
きていない





セリでは多数の女性に雇用の機会（写真：明石市）
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18Picture: Nobuyuki Yagi

インドの水揚げ風景 女性の役割
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インドネシアの
漁港の様子
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ノルウェー現地調査
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ベルゲンの
水産物市場
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トロムソ近辺



27



28



農林水産業（目的は何？）

• 雇用を守るのか経済効率性をあげるのか

• 環境を守るのか経済効率性をあげるのか
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人間の幸せの本質が何か
よく考えた上で

結論を出す必要がある



日本では漁業権の歴史は200年以上
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• 先人の経験に基づいた申し合わせや取り決めなど
資源管理のルール「漁業期節（ぎょぎょうきせつ）」
（大分県姫島）の例

• 明治37年度からの陳情書、
請願書、誓約書、漁場、保護
区の地図等約１２００ページ

• 113年分の記録。大分県漁業
協同組合姫島支店に保管

• 「漁業期節」は現在の姫島の
「共第8号漁業権行使規約」

として施行

（写真：Evonne Yiu）
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明治37年度「漁業期節」の原本のPDFコピー（写真：Evonne Yiu）



32
漁業者だけでなく、地域コミュニティー全体を巻き込んだ監視取締



日本の沿岸漁業は
オストロム型の管理の好例

1.管理区域の境界線が明確に設定されている
2.利益配分のメカニズムがある
3.参加型の意思決定がされている
4.モニタリングを実施している
5.複数違反者にはより厳しい罰則規定がある
6.紛争解決の機能がある
7.排他的な権利の存在（フリーライダー防止）
8.組織体制には、複数の階層がある 33

Elinor Ostrom (1933-2012) 
Nobel Prize in Economics in 2009



当事者の人数が少なければ（200人ほどな
ら）政府がなくても環境問題は解決可能

• 「村の掟」を決めて、皆で監視し、守らなければ
村八分(コモンズでの灌漑。p.222)

• （八木注）日本の水利組合、森林組合、漁業協
同組合が伝統的に行っている管理（環境・経済・
社会が調和）がそれ

• （八木の解釈）コロナ対策でも、少人数の「村」な
ら、政府が「法律」で行動を強制して罰則を設け
なくても、「村の掟」で大丈夫だろう。

• しかし人数が増えたときにどうするのかが課題
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そもそも漁業管理は各国で発想が違っていた

漁業者が保全しようとする対象

サバなどの漁獲対象資源 漁場の環境・森川海

政府が漁業者に配分する対象

欧米：漁獲枠使用権（クオータ）

ゴードン型MSY

日本：漁場使用権（漁業権）

オストロム型・場所の管理

欧米方式を日本に当てはめられるのかなどは賛否両論ある35



アジアは海のホットスポット
海洋生物のセンサス（CoML）2001-2010

高 生物多様性 低
人類活動
の影響
低
中
高



演者はビジネススクール出身で
あって、経済学部ではない

ビジネススクー
ル（や農学部）

理論は目的でなく道具、
人間生活に役立てる
理論であれば活用

求めているものは人間
の利益（人間の利益は

多様）

経済学部

理論が優先・美しい理
論を求めて、現実を簡

略化する傾向

求めているものは真理
（真理が一つと思って
しまうイデオロギー的
傾向）一神教的信念
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経済、環境、社会のバランス

環境

経済

社会
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農林水産業（目的は何？）

• 雇用を守るのか経済効率性をあげるのか

• 環境を守るのか経済効率性をあげるのか
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人間の幸せの本質が何か
よく考えた上で

結論を出す必要がある
（ただし経済成長をしなくてはならないとの

信念の人にはものたりない）



改革の議論では多様性を認めよう
悩まなくて良いものを悩まない

経済成長重
視

効率化

変動要因をな
くす

規格外品の
除外

同調圧力・イ
ジメ

コントロール
できなくて悩

む
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最後に少し自分の
本の宣伝

• 7月20日発売。恒星社厚
生閣。

• 「水産改革と魚食の未
来」八木信行編

• 改革の本質的な難しさ
の理由を分析。合意形
成に必要なことなどを議
論。

• 水産以外の分野での
「改革」一般にも参考に
なる。 41


